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としては 1791 年のヴォルテール、1794 年のルソー、1885 年のユゴーに続く






ば、ドレフュス大尉が 1894 年 12 月にスパイ容疑で逮捕されてから、1906





























































































































































年 1 月 13 日の夜明けからパリじゅうの街角で新聞は飛ぶように売れた。エ
ステラジー釈放の日に一気呵成に書き上げられた臨場感のある文体、一切の
イメージを用いず一面を丸ごと「大統領宛の公開書簡」で埋める大胆なレイ







　　‌　以上のような告発を行いながら、私は、1881 年 7 月 29 日施行の出版



















































ル大統領が急死する。1899 年 6 月 3 日、破棄院が 1894 年のドレフュス裁判
の判決を無効と決定したため、ドレフュスは悪魔島から召喚され、ゾラも急

























































る。かつて『ルーゴン ＝マッカール叢書』第 15 巻『大地』（1887）が発表さ
れた際、アナトール・フランスは農民を不当に貶め「獣性」を誇張した猥褻
な作品として、当時の数々の批評のなかでもとりわけ辛辣な批判を『ル・タ






































































会の分離を実現すべく、1905 年 12 月に政教分離令を発令してライシテ（非
宗教性）の原則を示し、信教の自由を保障した。この間、クレマンソー首相
の主導でドレフュス事件の再調査が行われることになる。1904 年 3 月、破


















年 3 月には上院議員マルスラン・ベルトロが、死後わずか 1週間でパンテオ
ンに入っていることを踏まえれば、ゾラに「国家の偉人」という称号を与え
る政治的行為にどれほどの反発があったかが窺える22）。パンテオン移葬が決































































































月 19 日、下院においてゾラのパンテオン葬に必要な特別予算 3万 5,000 フ

















































































































さま決議に移った。賛成 344、反対 144 で過半数を超えたため、儀式の特別
予算 3万 5,000 フランは下院にて可決された。2年前にパンテオン葬が可決
された時よりも 30 票近く賛成票が増えており、この点にジョーレスの熱弁
の影響を認めることもできるだろう。ただし、上院が予算の承認決議を引き
延ばしたために、4月 2 日のゾラの誕生日に予定されていた儀式は、6月 4
日に延期となった。
Ⅲ-b）　望まれざるパンテオン葬とその帰結














































































































































※本論文は、JSPS 科研費 JP26770122 および JP16 K13208 の助成を受けたものである。
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